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だれにも当てはまる日常のできごとを 

人間味のある、あるがままの目でユーモラスに綴る 

CL diary #63 

むーらん 

 

 

 

 

201９年 7月 27日（土） 

喫茶店でトイレを借りた。便座のふたを開けようとしたら、突然、がちゃん！とふたが外れてしまった。

うわっ！びっくりした！予想外のことが起こるとものすごく動揺する。胸がどきどきする。だけど次にす

ることは？「すみません。トイレのふたがとれたのですけれど…」と店の人に伝えた。 

 

８月６日（火） 

職場で、私の隣の席の人と前の席の人が何か言い合い、険悪な雰囲気になった。隣の席のＮさんは怒って

いてまだ何か言っている。そこで私は「この字、わかりにくいけれど、何て書いてあるか、わかります？

とＮさんに話しかけた。気をそらしてくれたらいいと思って。Ｎさんは私の方に注意を向けてくれたみた

いで、その後言い合いはなくなった。よかった。次の日、Ｎさんから「あのとき、私のために話しかけて

くれたのでしょう。ありがとう」あらら、気がついていたの！ 

 

８月２０日（火） 

Ｎさんは、プリンターのインクや紙が無くなる前に、いつもそっと補充をしてくれている。今日もプリン

ターがピーピー鳴って、紙が無くなったようだった。私は「印刷した人が補充すればいいや」と思ってし

まうのだが、Ｎさんはさっと席を立って紙を補充してくれていた。自分が印刷したわけでもないのに。す

てきなシークレットサービス！ 

 

８月２９日（木） 

このごろなんだか右目がかゆいなと思っていたら、大きなめいぼ（ものもらい）ができている。目が腫れ

ていて恥ずかしいな。ところが今日、職場で会った誰にもめいぼのことは言われなかった。人はそれほど

他人のことは見ていないのかも。気を遣ってもらっていたのかもしれないけれど。 

 

９月１３日（金） 

今日、他の職場の面接試験を受けてきたという人（うちの課との契約は９月末で終わるため）が「あー、

すごく緊張した」と言うので、「面接試験で緊張しない人なんていませんよ」と私。面接の内容を訊いてみ

ると、「なんだ、すごく落ち着いて受け答えしてはりますやん」感情がどうであっても、行動はできるとい

うこと。 

 

９月１８日（水） 

夜、弟から電話があり、車で買い物に行く途中、車のエンジンが止まってしまい、今うちの近くにいると

いう。ロードサービスに連絡を入れると、１時間以上待たないといけないという。うちのほかにも、そん

なに待っている人がいるのか！しばらくすると電話があり、「ちょうど近くまで来ましたので、あと２０分
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くらいで行けます」とのこと。まもなくロードサービスの方が来てくれ、動かなくなった車をささっと調

べて「ここのベルトが切れていますね」すぐに原因もわかり、上手に車を動かしてトラックの上に載せ、

自宅まで運んでくださった。こんな夜に、困っている人を次々に助け、働いている人がいることに感動。 

 

９月２９日（日） 

スーパーにインターネットで食料品の配達を頼んだ。それを届けてくださったのだが、野菜ジュースが思

っていたものと違う。２００ｍｌのを６本頼んだはずだったのに、届いたのは１０００ｍｌが６本！間違

いじゃないの？と思って確認したら、あら！確かに２００ｍｌではなくて１０００ｍｌを頼んでいた。ひ

とりなのにこんなにたくさんの野菜ジュースどうするの…！？消費期限もあるし。それからしばらく、野

菜ジュースを水やお茶がわりに飲んでいたのは言うまでもない。 

                          （滋賀県滋賀郡ＣＬインストラクター） 
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